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' 研究会2日旨の牢后 は液体へガタムに掲遵しな多麻問題が主題であったO い
l～
くら長め研究発表やミあっ たが.それを聞いて感 じた醇象 を書けとの世話人の御ヽ
薗令であるO私自身-す空号め嘉 を完全に理解し遼お けでなないあそ,以下に














の結論が違 うのは～晃一奇妙なことの ように思えるが,違う ことをやっている
ので別に矛盾はないようであるO
さらに岩本÷氏は､固体ヘ リウムに璃す る理論 (生井択氏との共同研究)につ
いて述べ られたO固体へ ')ウムのゼロ点振動が大きいためにおこる困韓を指摘
された後で,その困難をさける一連 の方程式を書かれーそれ を数値的に解いた
籍束を発表されたO凝集エネルギー ,固化の圧力等が実験 と非常に よく一致 し
ているめは鷹 かされた¢′ただし､ その基本方j聾式に鏑する疑点が､久保氏や宗
田氏か ら述べ られたが､岩本氏によるとクラスター展開をきちんとや らねは理
解できないとのこ とで､ノ残念なが ら時間切れとなってしまったQ
最後に.西山氏はポ-ズ粒子系の集団遊動を正準変換一助二斉法を用心､17:_論ぜ ら
れたO いわゆる-back flow の効果を莱励鎗閲の相互作用と~いう形でとりこみ､
ロトンのスペク ト}L'を計算された｡ J
-A45-
多 体問題の研究会が基節主鍵で行われたのは久 し廃 りではないかと思 う 0 7,_I
草礎掛 声､研究会があったのを記憶 しているが､顔 ぶれはまあ まあ似たような～)
も甲であった｡ もっ とも今回は若手の方がかなり多数参加されたが.著された
のは数人 だったのでt残念ながら名縛と顔 とが なかなか一致 しなかった. またし
今 日は多体問題全般にわたることが話題にな り､研究発表も暗闇が足 りな くな
る程､沢山あったので頚の中煎混乱したとい うのが正直な印象であるo 次回は
もう少 しシャープな問題にしぼり充分､時閲をかけて討論できることを期待 し
たい｡ (阿部絶域)
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